
稲城サッカースポーツ少年団

　ゴールや朝礼台など移動した物は必ず元に戻し、グラウンドにブラシをかける。

　これらの内容は２０１８年１２月１６日から執行する。

『開放日誌』は必ず記載する。報告事項が無い場合は、

　「最終確認済み。特に問題無し」と記載する。

上記が守られない事を学校側より指摘されたら、
　今後の利用は出来なくなります。

８、学校利用の都度、担当者を決めて上記事項厳守されているか見回って確認する。

３、ピロティ部分も三角コーンとバーを設置して立入禁止にすることは今まで通りだが、

６、新たな問題が発生し対処したら、学校側に報告する。

　厳守して貰う。特に小さい子供連れの来場者に周知されているか来場時に確認する。
７、試合などで他チームやその関係者が来場する場合は、前以って上記事項を伝えて、

４、団の活動として学校側から借りているのは「あくまでも校庭のみ」という認識を持つ。

　壁裏部分・ゴミ箱・校舎側コンクリートスペース全域・駐車場とし、複数の人数で確認する。

　ボールが飛込んだ場合は子供には取りに行かせず、コーチ・役員・保護者が取りに行く。

　入れるスペースに「赤の三角コーン」を置いて立入禁止とする。

　立入り禁止とする。

２、象さんの壁の裏側も『進入禁止』とします。

　象さんの壁前での練習は必ず指導者が立ち会い、子供だけでボール遊びをさせない。

５、利用前と利用後の見回りの箇所は、校庭(全域)・職員室前(スノコ/鉢植え)・ピロティ(池も)

　立入禁止とわかるようにする。

　ボールが壁を越えた場合はコーチか役員もしくは保護者が取りに行く。

　ボールが飛込んだ場合はコーチか役員もしくは保護者が取りに行き、あくまでも子供達は

　また、ボールなどにより鉢植えが倒れていたら、コーチや役員・保護者が入って元通りに直す。

　入れる場所（壁の校舎側と校庭奥のうさぎ小屋近くの階段部分）に「赤の三角コーン」を置いて

城山小学校校庭利用に関する必須事項

１、職員室前のスノコ部分や鉢植えのあるスペースは『進入禁止』とします。


